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ア カ ガ イ の 種 苗 生 産

田 中 俊 輔 ･佐 藤 敦 ･川 村 要

は じ め に

従来当所ではアカガイの人工採苗lこ使う母貝は,むっ市大湊地先の天然アカガイを主(こ使 っていたが.

これは採輔に手間がかかり,また採捕されたアカガイのうち多年貝が大部分をしめていた｡

これらのことから,本年度は始めての試みとして,大湊産アカガイの他(こ,入手が容易でか?若年貝

(5年貝 )である垂下養殖貝を母貝(こ使 った｡

また,大湊産アカガイを採捕日別に トロ箱に収容して誘発をかけ,アカガイの誘発可能時期を検討し
●

た○

なお,得られた幼生(こついては飼育を継続 し,数は僅かであ ったが付着稚貝を得た｡

材料および方法

母貝は大湊地先(こおいて桁網で採捕した多年貝(年齢不詳 )と浦田地先で垂下養殖中の5年貝を用い

た.大湊産アカガイは採捕 日別に502の トロ箱に収容し,7月15日から8月16日(こかけて温度刺激

(12 ℃ ～51℃ )によって産卵誘発を試みた｡誘発を行なわない時は17 oC の冷海水をかけ流

しておいた.一方,浦田産アカガイは当所前の筏に吊り下げておいたもの(U- 1),7月21日より

室内でろ過海水 をかけ流しておいたもの(U-2),7月6日･Lり室内にてろ過海水をかけ流してお

いたもの(U-5)の5通りに処現し,この中から,第 1表に示した月日にとりあげて前記と同じ方法

で産卵誘発を行な った｡ ■

幼生は500.6のフルコソタイ水槽で700-1,800個/Lの密度で飼育した(飼育温度25℃ ).

餌料は必打吋Chrysisんtheriを用い(5･000-6,000/me),換水は5日毎に5分の1ずつ行な った.

■
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第 1表 アカガイの誘発状況

誘発月日 採捕月日 採 捕場 所 使 用額 数 散歩船津

酢鉢数

醍 雄7月15日 7月11日

D 16 007月15

日 U-1 20 D 07月14日 7月11日 016
0 07月15日 U-1 20

0 07月19日 7月11日 0 14 0 0
7月18日 015 0 D
7月19日 U-1 50

0 07月20日● 7月1
1日 0 14 0 07月18日 015 00

7月19日 U-1 50

0 07月25日 7月1

1日 014 007月18日 015 0 0
7月24日 015

0 07月25日 U-1

28 0 07月26日 7月11日 014 0 0
7月18日 015

007月24日 01
5 0 07月25日 U-1

28 0 07月27日 7月11日 D 14

0D7月18日 0
15 0 07月24日

015 0 07月25日 U-1 28 0 0

7月28日 7月11日 0
15 007月18

日 015 007

月24日 015 0 07月28日 015 0
07月28円 U-1

25 0 07月29日 7月11円 015 0
07月18円 015 0 0

7月24日 015
0 07月28日 D15 0 0

7月28日

U-1 25 0 07月50日 7月11日 015 0
07月18日 0

15 D 07月24日

015 007月28日 015 00
7月28日 U-1 25

0 08月 1日暮 7

月11日 015 0
07月18日 0 12 0 0 誘発月日 採捕月日

採 捕場 所 使 用母民放

雄 rて雌 雄8月 1日 7月24日 8_.
15 007月28日 015 00

8月 1日 019 D
08月 1日 U-1

55 0 08月 2日 7月11日 015 00
7月18日 012 0

07月24日 0 1

5 007月28日 015 D 0
8月 1日 019 0

08月 1日 U-1 55

008月 4日 7月11日

015 007月18日 012 0
07月24日 015

0 07月28日 D 15 00
8月 1日 0 17 0D
8月 4日 D 16 0

08月 1日 U-1 55

0 D8月 4日 U-

2 55 0 08月 5日 7月11日 0 15

007月18円

012 0 07月24日 D15 0 07月28日 015
0 08月 1日 017 008月 4日 口16 00

8月 1日 U-1 55 00
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誘発月日 採捕月日.ヽ 採 捕場 所 1使 用餅 数 さ放き h. 誘発月日 採捕月日 採 捕チ場 所 '使 用額 数 r
煤雌 鰭

雌 雄8月 8日 8月 4日 0～ 16 0 0
8月12日 7月11日 0 12 0 18月 8日 0 ll 00 ～15日 7月18日 0 12 0

08月 1日 U-1 55 00 7月24日

0 12 1 08月 8日 U-1 2 2 0

0 7月28日 0 12 2 58月 4日 U-2 55 00 8月 1日 D 16 1 4

8月 8日 I)--5100 0 0 8月 4日8月 8日 00 16ll 00 008月 9日 7月1

1日 012 0 07月18日 0 12 0
0 8月 1月 U-1 55 0 07月24日 0 12 00

8月 8日 U-1 22 0 07月28日 〇 12 00 8月 4日 U-2 55 D 0

8月 1日8月 4日 00 1616 000D 8月 8日 U-5 100 2 558月

15日8月16日 7月11日 0 10 0 08月

8日 0 ll 0D 7月18日 0 12 0 08月 1日 U.-1 55 0 0 7月24日 0 ll
0 08月 8日 U-1 22 00 7月

28日 0 5 D 08月 4日 U-2 55 0

0 8月 1日 0 1̀1 0 08月 8日

U一一5 100 0 0 8月 4日8月 白日 00

16ll 00 008月10日8月11日 7月

11日 0 12 0 07月18日 0 12
00 8月 1日 U-1 55 0 07月24日 0 12 00 8月 8日 U-1 22 0

07月28日 012 00 8月 4日

U-2 55 D 08月 1日 0 16 00
8月 8日 U-..5 65 0 08月 4日 0 16 00 7月11日 0 10 D 0

8月 8日 0 ll 00 7月18日 0 12
0 08月 1日 U-1 55 0口 7月

24円 0 ll 1 08月 8円 U-1 22 0 0 7月28日 0
Fヽノ 0 08月 4日 U-2 5

5 0ロ 8月 1円 0 ll 2 18月 8日 U-5100 0 D 8月 4円

0 16 0 07月11日 0 12 00 8月 8日 0 ll 0～ 57月18日 0 12
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結 果

第1表に示したように,大湊産アカガイは8月 12日～ 15日(こは供試母貝の 14.5%(雌は4･'4%)
′

が誘発に応じ‥8月 16日tこは9.2%(雌は4.0%)が誘発lこ応じた｡一方産卵誘発に供した垂下養殖

貝のうち,7月6日から室内でろ過海水をかけ流しておいたグループ(ロー5)では,8月12日～1

5日に55%(雌は2%), 8月16日tこ56.9%(雌は0%)が放卵放精し7TL.しかし,浦田か ら持

って来て産卵誘発を行なう直前まで当所前の筏(こ垂下しておいたグループ(U- 1),および7月21

日から室内でろ過海水をかけ流しておいたグループ(U-2)は放卵放精しなか った.

それぞれのアカガイを切開したところ,大湊産アカガイの性比が64.5:55.7(樵 :雌 )であった

の(こ対し,浦田産アカガイのそれは87.9..12.1(雄 '.雌 )と雌の比率が少なか った｡

産卵は第1表に示したとおL),8月12-15日と8月16日の2回行なわれた｡しかし, 1回目の

産卵においては,常法どお1)媒格 卵洗浄を行なった後,パンライト水槽 (502) に収容 し浮上

を待 ったが 死滅し,D型幼生を得るまでにはいたらなか った｡ 2回目の産卵では,パンライト水槽か

らなるべく早い時期(こ幼生を集め,得られた約670万個の幼生を500.e容のフルコンクイ水 槽

10個にそ れぞれ収容して飼育を始めた｡受精卵の数に比べてD型幼生は少ないようであ ったがその

数tこついては計数していない｡

第2表 幼生の生残率と死幼生の殻長

受精後の日 数 水 槽 番 号1 2 5 4 5 6 7 ●

8 9 ` 105 loo鰯 100 100 100 100 10

0 100 100 100 1006 77 60 64

54 67 55 46 74 65 58 盟159 66 5] 67

25 52 648 42 49

12 盟 55 55 0 6 8 015 5 2 4 6 0 0 0 0 015日目の死幼生の殻長範囲 (〃一95-85 90-
18 100-165 90-185 90-150100-18 100-170110

-15 1'10-155110-150第2表にみられるように,受精後 15日日(こ

生残率が低下したので,フルコソタイ水槽中に生き残 っている幼生(平均 148JL)を集め, 2つのパ ン

ライ ト水槽 (50･e)にそれぞれ収容し,飼育を続けた｡なお,受精後15日日(こな って生残率が低

下した時lこ,フルコソタイ水槽の底をピペ ットですくってみたが,原生動物はみられなか った｡受精後 22日日暮こ足を出してほふくしている個体が親察

されたoその後も
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1) 7月 15日から8月 16日にかけて産卵誘

発をこころみたが,誘発(こ応じた回数は僅か2回と

少なか った｡ しかし大湊産アカガイの誘発率はそれ

ぞれ 14.5%,9.2%であ ったのに対し,浦田産垂

下養殖貝のあるグループ(U-5)ではそれぞれ 5

5.0% , 56.9%であ った.このことから垂下養殖

貝は母貝の処理のやり方にエっては十分に産むこと

がわか ったし,かつ入手が容易であることなどから

も母貝として使用できると思われる｡

2) 大湊産アカガイの雌の比率が 55.7% であ

ったのくこ較ぺ , 浦田産のものでは僅か 12.1% 凄少

なか った｡一万,浦田産垂下養殖貝のあるグループ

(ロー 5)において,産卵誘発(こ応じた母貝のうち,

雌は僅か(こ5.4%(8月 12-15日), 0%(8

月 16口)に過ぎず,垂下養殖5年貝では雌が少な

いので,･多数の母貝を使用することが必要と思われる｡

約1.2m17n写真 1 7カ貝付着稚貝5) 8月12日～15日と16

日(こ誘発(こ応じた大湊産アカガイの採捕月 日をみると7月 11日から8月8日まで(母貝の採輔は8

月8日で打ち切 ったため(こそれ以後のアカガイが誘発に応ずるかどうかは不明 ),ほほ1ケ月にわた っており,産

卵誘発が出来る期間は従来考えられていたエり長いエうに思われる｡4) なお,本年度は僅かではあ ったが (当所では2回冒)付着稚貝まで飼育できたので,来年

度は母母貝,




